
ＳＭＣ金融・経済マーケットレポート 
 

Ｒｅｐｏｒｔｅｒ  Ｙｏｕｒ  Ｆｉｎａｎｃｉａｌ  Ｂｒａｉｎ      ＳＭＣ    豊島 健治 

 Weekly Fax Report                                             ２００５．９．１７ (第４７８号) 
《複製・転載等はご連絡下さい》                                       ＴＥＬ．０４３８－５３－６０９２   ＦＡＸ．０４３８－５３－６０９６ 

URL: http://www.hi-ho.ne.jp/smc_toyo/     Email：smc_toyo@hi-ho.ne.jp 

 
ビジネスローン審査の現実 

（その長所と限界）   
 
少し前の話だが、ある会社が三井住友銀行の販

売するビジネスセレクトローン（ＢＳＬ）を申し

込んでみた。結果は芳しくなかったが、元地方銀

行の行員だったという受付担当者が「何故、駄目

だったか」を説明してくれた。その時、手渡され

た２枚の用紙には申込んだ会社が提出した２期

分の決算書の分析結果が出ていた。 

それは下表の通り、５つのカテゴリー、８つの

財務指標で構成されていた。 

ｶﾃｺﾞﾘｰ 使用財務指標 全業種 同業種

現預金月商比（月）   
流動性 

有利子負債ＣＦ率   

自己資本比率   
安定性 

ﾃﾞｯﾄｷｬﾊﾟｼﾃｨﾚｼｵ   

収益性 損益分岐点比率   

成長性 売上高伸び率   

総資産回転率   
効率性 

流動資産その他流動資産率   

 

 各財務指標を全業種、同業種の中央値を５とし、

中央値からの偏差により１０段階評価をするよ

うになっている。そして、８以上と評価された指

標にはグッドマークが付けられるが、反面、３以

下はバッドマークが付される。今回の申込案件は、

総合点もさることながら３以下のバッドマーク

が４つあるので駄目だったというのが担当者の

説明だった。その時点で、私はその説明に成る程

と思う反面、ちょっと変だなと感じた。成る程と

思ったのは、馴染みのない財務指標が使われてい

たことと関係があるが、ちょっと変だなと感じた

のは、たった８項目８０点で決めてしまうという

説明が従来頭に思い描いていたものと違ってい

ることからきていた。 

 

 その後調べてみたところ、ＢＳＬの審査モデル

は、安全性１６項目（比重５０％）、収益性９項

目（比重２０％）、その他９項目（比重３０％）

とし、規模を評価する項目を排除しながら財務の

安全性にウェイトを置くというものだった。そし

て、業種集中度、低ランク集中度、長期貸出集中

度等の実績を算出し、特定の業種や低ランクに偏

らないポートフォリオ運営を行うというものだ

った。だから獲得点数が良くても、当該業種が既

に満杯だったりすると取扱不可となることもあ

る。そうした商品だった。 

 

勿論、金利や融資条件は機動的に見直すが、基

本の審査モデルに変化はない筈である。とすれば、

銀行が申込者に交付し明示している財務指標は

公表しても差し支えない財務指標に止めている

と考えるべきではないか。そんなに簡単には手口

を見せないと思うべきだ。おそらく、冒頭の８つ

の財務指標の他に別の財務分析項目が２８項目

はある。それら財務分析による配点を基本に、業

種やランク、あるいは定性情報などを加味して最

終判断を行っているものと推測される。その意味

で、８つの財務指標は「表の財務指標」であると

考えるのが妥当だろう。 

 

とはいえ、８つの中にあまり聞き慣れない財務

指標があった。期末時の現預金が月商の何倍ある

のかを示す「現預金月商比（月）」もその一つで

ある。これは定期性預金を加えた手元流動性比率

を示すものだと思うが、いかにも銀行が重視しそ

うな指標である。又、「デットキャパシティレシ

オ」や「流動資産その他流動資産率」も普段はあ

まり使わない指標である。 

 

デットキャパシティレシオは「有利子負債÷

（現預金＋有価証券＋固定資産）」で算出、会社

の資金調達能力（担保資産対比でみた有利子負債

の水準）を示すもののようだが、これも銀行好み

の指標と云えるかもしれない。私が「へーっ」と

思ったのは「流動資産その他流動資産率」である。

この比率は「流動資産の内、当座資産（現預金＋

売掛金・受取手形）と棚卸資産を除いた金額が流

動資産全体に占める割合」を示すものだが、貸付

金や仮払金等が多いとこの比率が高くなる。そう

した不透明な会社は排除していこうという意思

を感じる。 

 

＜無担保＞＜第三者保証無＞をキーワードに

大手銀行が攻勢をかけるビジネスローン。同様の

商品を作って地域金融機関も防衛に動き始めた。

中小企業にとってこの種のビジネスローンは資

金調達の選択の幅を広げる歓迎すべき商品では

あるが、その長所と限界をよく理解しておく必要

がある。あくまで過去の財務データを定量的に評

価するシステムで、将来はもちろん、現在さえも

評価できないシステムなのだ。 


